
江田船山古墳（玉名郡和水町）
　　　江田船山古墳公園として、他の清原台地古墳群の三基とともに保存・整備されている



　周溝越しに三段築成の墳丘を見たところ/正面が後円部で、手前に標柱が立っている/右奥が前方部/北側から見たところ 📹 video

https://youtu.be/hwkuzcXldpA


　　　　　括れ部の辺りを見たところ/左手が後円部、右手は前方部 📹 video

https://youtu.be/A86rB-dzl3c


　左手の後円部側を見たところ



　　　　同じく、右手の前方部側を見たところ/正面の手前に張り出している部分は造出部/前方で同行者が見ているものは説明板



　　これが標柱/「史跡 船山古墳」と刻まれている



　　同行者が見ていたのは造出部についての説明板/造出部から後円部の家形石棺へ行く墓道があったらしい



　　　　　これは前方部を後ろから見たところ 📹 video

https://youtu.be/NBaTtG-K1yY


　　　　　左手（西側）から見たところ/左手に造出部が張り出しているのが見て取れる



　前方部をアップで見たところ



　　そこで、左手の造出部をアップで見たところ（説明板が立っている）



　　　　　同じく、右手を見たところ/前方部後ろの周溝は前方で左手に回り込んでいる



　　　　　前方に進んで、振り返って見たところ 📹 video

https://youtu.be/MRDn_AbsHaI


　　そこで、右手を見たところ/正面の張りだしは、説明板があった造出部とは反対側の造出部/前方部から後円部方向に見たところ



　前方部方向に進んで、振り返って見たところ/正面の張りだしが造出部



　　そこで、右手（後円部の後ろ側）を見たところ



括れ部の辺りを見たところ/左手が前方部、右手は後円部/左手前が造出部 📹 video

https://youtu.be/yUsxg3nGzpw


江田船山古墳の西側に所在する京塚古墳の墳頂から見た江田船山古墳の全景/左手が後円部、右手は前方部/手前に説明板がある



これが江田船山古墳の説明板





造出部が二ヶ所ある







　　さて、これは江田船山古墳の墳丘に登って、後円部の墳頂から前方部方向を見たところ 📹 video

https://youtu.be/4lrCSwCTJXk


　　　　こちらは前方部の墳頂から後円部方向を見たところ/コンクリートの構造物が見える 📹 video

https://youtu.be/9uquqNmjHs8


　　　　コンクリートの構造物の正体は家形石棺の保存施設だった 📹 video

https://youtu.be/5y7ANEVPV3M


　　何と言っても特筆されるのは、銀象嵌による75文字の銘文が刻まれた大刀（直刀）である





これが江田船山古墳出土の銀象嵌銘大刀（国宝）/東京国立博物館にて撮影/銘文にはワカタケル大王（雄略天皇）の時代にムリテが典曹という文書を司る
役所に仕えていたことなどが刻まれており、この典曹人のムリテが二番目（5世紀末葉ないし6世紀初頭）の被葬者と云う



　　　片面には魚と鳥が銀象嵌で表されている



　　　　　これは熊本県立装飾古墳館の展示のキャプション



同じく、江田船山古墳出土の高坏（左手）と石製管玉、メノウ製丸玉、ガラス製小玉・丸玉（右手）



ところで、江田船山古墳の墳丘の周りには、出土遺物の他に短甲を着けた武人の石人が配置されていた。

石人山古墳に始まり、6世紀前葉の岩戸山古墳で最盛期を迎え、その後消滅していく、墳丘の周りに石人・

石馬を配置するというこの地方独特の型式を示している。岩戸山古墳は筑紫君磐井の墓であると目されて

おり、江田船山古墳も筑紫君一族の配下に連なった地域の中首長の墓と想像されている。

そして筑紫君一族の配下が時のヤマト王権に出仕していた（王権に組み込まれていた）ということを考えると、

筑紫君磐井の乱がそれから間もない継体朝にヤマト王権と対峙するような大きな争乱であったとは思えない

のだが・・・（ちなみに、筑紫君磐井もヤマト王権に出仕していた時期があったとも思える記述が日本書紀に

残っているようだ）

参考：岩戸山古墳（八女市）

http://www.ohoka-inst.com/iwatoyama_kofun.pdf



